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今回のいどばたには、こんな内容が掲載されています。 
★『生活相談会』 

 私たち相談員がお伺いします! 

★地域を越えて 

★唐桑を色彩あふれる風景に 

★28号で紹介!! 

 1,000kmマラソン結果報告☆ 

○生活設計 

 

 

○保障設計 

○金融商品 

○税制 

ファイナンシャル･プランナー(FP) 
夢を叶えるお手伝い(アドバイス)や、様々な専門家と 

相談をしやすいように橋渡しをします！！ 

・住宅ローンの金利の違いや見直しについて。 

・住宅再建時に節約できることはあるか。 

・仮設を出た後の家計のやりくりや考え方に 

 ついて。 

・保険の保障の解説や見直しについて。 

                  など 

結婚や出産、大学入学や住宅の購入、定年退職な

どの家族の人生で起こる出来事を考えながら、お

金の準備をどう計画していくかアドバイス。 

保険内容を分析し、将来設計にあった保障を提案 

資産運用の相談など。 

一般的な税の仕組みをアドバイス。 

集会所や談話室で開催している『生活相談会』。 

『生活相談』と言われても「何を相談すればいいのかわから

ない」ということはありませんか？職業別分野と住宅で多い

相談事項をまとめましたので、少しでも気になることがあれ

ばチラシの掲載日時にお気軽に相談をしてはどうでしょうか

(*^ー^*)専門家が優しくお答えします。 

○債務整理 

 

○離婚問題 

 

○相続問題 

弁護士 お困りごとに関する相談、なんでも！！ 

・住宅を再建するための支援制度(支援金など) 

 に関する相談。 

・土地の買い上げになるときに、先人の名義 

 になっていたときの対応方法。            

・不動産の遺産分割について。 

・相続時の債務放棄について。    など 

私たち相談員が 
   お伺いします!! 

(※別な相談員も来られます。) 

○税務相談 

税理士 一生のうちに関わる税金を紐解く！！ 

借金の返済が難しい、苦しくなったときはご相談

ください。 

離婚に伴って決めなくてはならないことや相手と

の話合い方法について。 

相続に伴ったトラブルの発生や、発生しないため

の遺言の残し方などご相談ください。 

不動産を取得した時、会社を退職した時、お子さ

んを出産した時やご家族が亡くなった時、生命保

険の満期一時金や住宅・教育資金を受け取った時

など、税金のことで困ったりわからないことがあ

る時には、お気軽にご相談ください。 

また、確定申告など税金の申告に必要な手続きな

どについてもお尋ねください。 

・ご家族が亡くなったときの、相続税などの 

 相談。 

・税金の特例や控除について。 

・住宅資金の贈与について。 

・被災した土地を売却した場合の税金に 

 ついて。              

                  など 



皆さんでお菓子や漬物などをいただきながら

話をしています。この交流会で偶然、震災後

に久しぶりの再会をした方もいたそうです。 

7/5(土)に岩ケ崎公園住宅談話室で開催され、談話室

内のホワイトボードには『(仮設住宅交流会)絆！熱烈

歓迎』と書いた紙が貼られ、鹿折地区の方々を迎えま

した。岩ケ崎公園から10名、鹿折地区の住宅3箇所

(西中才、東八幡前、大峠山上)から7名、住宅外は1名

の参加で合計18名が、体操やゲームなどを楽しんだよ

うです。笑いやジョークを交えた進行と様々な催し物

で笑いが絶えない賑やかな会は、あっという間の1時

間半でした。 

手作りのパッチワークの上に『かさこ地蔵』、

苦難を乗り越える意味がある、ちりめんで作

られた『さるぼぼ』などが飾られています。 

会長、副会長が『カエルの歌』に合わせ

て体操をし、皆さんで歌を歌いながら一

緒に体操をしました。(写真①) 

②副会長の『一人ジャンケン』を見て皆

さん大笑い!!(*´▽｀*)(写真②) 

① ② 

つるし雛の人形(蝉や亀、

うさぎなど)が入れてあ

る箱を出して、見せて

いただきました。 

巾着に縫われているバラ

の作り方を教えてもらっ

ています。 

『いどばた』第26号で紹介した【写真で交流】をはかる 

活動が、5/15(木)に東新城1丁目コミュニティ住宅談話室

内で行われました。東新城住宅4箇所(1丁目、1丁目コミュ

ニティ、1丁目北、3丁目) から4名、鹿折地区住宅2箇所

(西中才、東八幡前)から5名、住宅外からは2名の合計11名

が集まりました。初めての交流会ということもあり最初は

お互いに不安や緊張が見られましたが、写真がテレビで流

れ地元の行事などが映し出されると知人を探したりする姿

も見られ、会が終わる頃には皆さん打ち解けて会話も弾み

楽しい時間を過ごしました。 

会長が撮った写真をバックに、皆さん

笑顔で楽しさが伝わってきます♪ 

最初は離れて座っていた男性の方も集まり話

をしています。どんな話をしているのでしょ

うか(*ﾟ∀ﾟ*)？ 

渡戸住宅談話室で7/23(水)に渡戸住宅から1名、大峠山住 

宅上から6名、合計7名の作り物が好きな方達が集まりました。談話室内には『いどばた』

第28号で紹介した畠山さんの作ったパッチワークやつるし雛など数点が展示され、それを

見た大峠山住宅上の住民さんたちは「すてき!!」などの声をあげ、じっくりと見ながら写真

を撮り作り物の話や昔話などをして会話を弾ませていました。 

「また、参加したい」 

「色々な人の話を聞きたい」などの声やお互い 

の住宅でまた交流したいという希望も多く出たそう 

です。また、同じ地域でもその場所に住宅があることを

初めて知った方、色々な場所に住宅が建ててある現状を

知り様々な思いを感じたようです。そして迎える側も、

来てくれた方々に楽しんでもらいたいという気持ちが 

とても伝わる交流会でした。これを機に、さらに 

交流を深めていただけたらと思います。 



協力 
 

★ＳＥＥＤＳ ＡＳＩＡ 
（シーズ アジア） 

★ＣＩＶＩＣ ＦＯＲＣＥ 
（シビックフォース） 
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気仙沼市赤岩港14-1 2F 

TEL 0226-22-6211 

FAX 0226-22-6212 

ＫＲＡとは「(社)気仙沼復興協会」の略で
す。気仙沼市民の力で気仙沼を復興させる
ことを目的とし、震災による失業者を中心
に設立されました。清掃作業、写真救済作
業、ボランティアの受け入れ、発掘作業、
仮設住宅や周辺地域のコミュニティ支援な
どの復興事業を行っています。 

ＫＲＡってなに?? 

【喫茶 GIGI】 

 海から昇る太陽と折石 

【唐桑御殿 つなかん】 

 お風呂場から見た鮪立の湾 

30周年に「何かをしましょう」

という話がきっかけとなり、駐

車場横の壁が白色なのを利用し

絵を描くことになりました。 

【(有)盛屋水産】 

 ひまわりのような大きな太陽 

「鮪立から何かを発信して、

色々な人たちとのつながりや出

会いがあるように」と願いが込

められています。 

女将さんがプロジェクトを知り、

工場が楽しく元気になるような

絵を描きました。 

2014.5 

学生ボランティア現地引率ス

タッフの本業を生かし、お世話

になった『カエル塾』に絵を描

きました。 

【カエル塾】 

 ご主人の馬場さんとカエル 

(写真②) 

(写真①) 

(写真③) 

(写真④) 

2013年、アーティスト集団『TokyoDex』によっ

て【被災地に色をつける】プロジェクトが発足しま

した。5～10名のアーティストたちが唐桑を訪れ、

2年間に4箇所で家の壁面などに絵を描き、町がカ

ラフルに彩られました。 

① ② 

③ 

④ 

TokyoDex HP：www.tokyodex.com 

2013.4 

『いどばた』第28号に紹介した【南 輝久さん!千葉-青森1,000km

マラソン!!】の南さんが9/5(金)に気仙沼市へ入り、いくつかの住宅

を訪門。小原木小学校住宅では、お茶会で作った応援旗を17名で振

り笑顔で南さんを迎え、応援に出られない方も応援と感謝の気持ち

を寄せ書きにして準備をしていました。その後、南さんは 

9/15(月)に終点の青森県に無事到着し、完走しました。 


